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第１２回 上越市公文書センター出前展示会（
５月２日から

６月 29 日まで） 

「江戸時代に発生した大火～高田城下編～」  
大きな被害をもたらした大火 

右の表には、江戸時代に上越市域で発生した

火事のうち、100軒以上の家屋が被災したもの

を抽出しています。このほか、高田城内や対面

所・御館
おやかた

（
いずれも経費節約のため城外に設

けられた藩主の執務所兼住居所）・評定所な

ど高田藩の主要な施設が被災した火事、さらに

大規模な寺院火災も加えてあります。 

江戸時代は265年間続きましたが、右の表の

ように大火は16回発生しています。単純に計算

すれば、16、7年に１回の割合で大火が発生し

ていることになります。 

地域別にみると、町方
まちかた

・家中
かちゅう

（武家地）・城

内・寺町を含めた高田城下で９回、直江津今町

で６回、春日新田宿
しゅく

で１回発生しています。

これらの地域の共通点は、人家が密集した市街

地であったということです。高田や直江津今町

に限らず、江戸時代に成立した城下町や港町・

宿場町などの市街地は、常に火事が大火に発展

するおそれをはらんでいました。雁木
が ん ぎ

で家同士

がつながっていた高田や直江津今町は、町自体

の構造上からも、火事に対して一層脆弱
ぜいじゃく

な要

素をもっていたと考えられます。 

なお、文化15年（1818）、文政８年（1825）、

天保15年（1844）、元治元年（1864）に発生した

４回の火事は、1,000軒以上が類焼するという

大火中の大火となっています。このうち３回に

ついては、火災発生時に強風に見舞われていた

ことが古文書から確認できます。また、３回は

日没後の夜間に発生しており、この２つの条件

が被災規模を拡大した要因だと考えられます。

このほか、３月下旬から５月下旬までの春に集

中していることも特徴として挙げられます。 

江戸時代に上越市域で発生した大火 
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文政８年（1825）に高田城下で発生した大火 

文政８年の新暦５月22日（
旧暦４

月５日）に高田城下で発生した大火については、複数の古文書が残さ

れており、当時の様子を詳しく知ることができます。高田藩の中級の藩士であった竹尾民
たみ

右衛
え

門
もん

が記録した「伊勢町火事大火ニ及ひし事」 (
鮒井雑記六：公文

書センター所蔵)には、次のように記されています。 

文政八乙酉
きのととり

年四月五日、南風が強く吹いていた。この日は関町神明社の祭礼日であるが、

奇妙なことに例年強い風が吹く。四
よ

つ半
はん

時
どき

(
午前11

時 頃)過ぎに早鐘
はやがね

が聞えてきた。伊勢町(
現南本町

１ 丁 目)

辺りが真っ黒になり、たちまち大火となった。伊勢町・出雲町(
南本

町１)・関町(
南本

町２)の通りの両

側は残らず焼けた。土手下の長谷川太
た

左
ざ

衛門
え も ん

の家も焼け、すぐに御館
おやかた

(
藩主の執務

所及び居宅)へ飛び火して

燃え上がり、岡嶋長屋・稽古場
け い こ ば

御納屋
お な や

・江戸長屋(
いずれも

大 手 町)辺り一面が火となった。中殿町裏

町(
西城

町２)もすべて火煙に包まれた。それよりも早く四ノ辻(
本町５・同

６の間の辻)辺りあるいは川端
かわばた

辺りが

みな燃え上がり、黒煙が天を焦がした。風はいよいよ強くなり、砂石を飛ばし、おそろしい

というほかはない。我が宅も昼頃にはたちまち灰塵
かいじん

となり、哀れなこととなった。近所近辺

に火が回ったため、家財道具の半分以上は持ち出すことができなかった。子どもをやっとの

ことで避難させたが、けががなかったのを吉とするしかない。その頃は、辰巳
た つ み

(
南

東)風で、昼

時過ぎには四ノ辻辺りの職人町(
大町３

～ ５)から本町へ燃え移り、下紺屋町(
本町

７ )・土橋町(
北本

町１)の

橋ぎわまで焼けた。しかし、不思議なことにたちまち戌亥
い ぬ い

(
北

西)風に変わり、火が吹き戻り、

焼け残っていた本町四ノ辻の中小町(
本町

５ )辺りが天を焦がして焼け、上小町(
本町

４ )・上職人町

(
大町

３ )辺り・呉服町(
本 町

２・３)まで焼け、夜六つ半時(
午後７

時 頃)にようやく風も鎮
しず

まり、鎮火
ち ん か

した。 

この資料には、出火から鎮火までの様子が克明に記されていますが、大火を前にしてなすすべ

のない当時の人々の様子や気持ちも伝わってきます。また、この大火でも強風（南風→南東風→

北西風）が吹き荒れ、被害を大きくしたことが確認できます。 

なお、「下紺屋町・土橋町の（儀明川の）橋ぎわまで焼けた」という記述は注目に値します。

同じくこの被災状況を記した｢高田町火災絵図｣（
榊原家文書：高

田図書館所蔵）からも、高田城下を貫流する青田

川と儀明川（
当時は「向橋

川」と呼称）が類焼を食い止める役割を果たしていたことが、明らかになりました。 

高田城下の防火体制 

【火の見やぐら】高田が城下町として最も繁

栄した松平光長時代(
寛永元～天和元

/1624 ～ 1681/)には、対面所の

向かいに「火之
ひ の

見
み

櫓
やぐら

」と「火消屋敷」がありま

した(
右図

参照)。『高田市史』第１巻は、この時の火の

見やぐらの高さが三丈六寸(
約９ｍ

27 ㎝)であったとし

ています。また、勤番
きんばん

時代(
越後騒動による松平光長の改易

後、幕府から指名された大名が
約１年交代で

統治した時代) (
天和元～貞享２

/1681 ～ 1685/)には、火の見やぐらが、

町年寄を務めていた呉服町四つ角の吉田家の屋

敷に移され、昼夜、足軽が６人ずつで見張りをし

たと記しています。 

貞享元年写『越後国頸城郡高田絵面』（高田図書館所蔵） 
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【火災警報】榊原家の入封
にゅうほう

後(
寛保元

1741～)、高田城下で出火が確認された場合は、横春日町(
南本

町３)の

瑞
ずい

泉寺
せ ん じ

が早鐘
はやがね

をついて知らせました。このため、出火を確認した町名
ま ち な

主
ぬし

は、たとえ遠方からでも

瑞泉寺へ駆け付けました。ただし、瑞泉寺近辺で出火し瑞泉寺の鐘を使用できない場合は、関町

(
南本

町２)の善福寺、下紺屋町(
本町

７ )の本覚寺、中屋敷町(
東本

町３)の善念寺が代わりに早鐘をつきました。 

【火消人足】榊原家の入封後、高田城下の消防分担地域は、三ノ辻(
本町４・同

５の間の辻)を境に上
かみ

(
三ノ辻

以 南)

と下
しも

（
三ノ辻

以 北）に二分されました。そして、上の地域で出火した場合には、下の地域が消火に当た

り、下の地域で出火した場合は、上の地域が消火に当たりました。火災現場で消火に当たる「火

事場詰
づめ

」と呼ばれた人足は約300人、対面所や町奉行所などの藩の重要施設から書類を持ち出し

たり消火を行ったりする「所々
しょしょ

詰
づめ

」と呼ばれた人足は約170人と定められていました。いずれも

各町から指し出す人数が割り当てられ、担当の町名主が現場で指揮しました。これとは別に、大

工のうち15人は火災現場で消火に当たることが義務付けられていました。また、髪結
かみゆい

職人20余人

は、冥加
みょうが

金
きん

(
藩へ納め

る営業税)を免除してもらう代わりに、大鳶
おおとび

口
くち

を持参して火災現場に駆け付けました。

さらに、後年には高田の町人が報酬
ほうしゅう

を負担し、鳶職人も消火に参加するようになりました。 

【消火活動】文政４年(1821)に書かれた「出火
しゅっか

之
の

節
せつ

火消人足

詰所
つめしょ

書記
かきしるし

」(
榊原家文書：高

田図書館所蔵)によると、火災現場には右の表にある火

消道具を持参するきまりでした。また、同書記には、「右九拾
十

七

人之
の

人足を水手
みずのて

名主
な ぬ し

三人にて支配 仕
つかまつり

候
そうろう

義
ぎ

に御座
ご ざ

候
そうろう

」とあ

り、火事場詰人足300人のうち約100人が水をくんだり、水をかけ

たりする任務にあたっていたことが分かります。なお、江戸時代

の消火活動は、延焼を防ぐために必要な建物を「潰
つぶ

す」破壊消火

が主たるものでした。右の表から分かるように、大工や髪結が破

壊消火を担当し、水の手人足以外の火事場詰人足もこれに加わっ

たものと思われます。ちなみに、各町には固有の印を付けた纏
まとい

があり、これを火災現場に持参しました。さらに、各人足も纏と

同じ印を付けた張笠
はりがさ

をかぶることが義務付けられていました。 

 大火からの復旧・復興 

文政８年の大火の後、高田藩は家臣へは住宅再建用の建材(
在方の村々が藩有林か

ら切り出し運搬した)及び食料米、寺社

へは見舞金、町人へは食料米(
一般の町人には

１軒あたり２斗)を無償で下付しました。焼け跡では、まず灰の後片付

けが行われましたが、緊急措置として在方から灰片付人足が提供されています。在方として高田

城下の復旧・復興にかかわった荒町村の大
おお

肝
ぎも

煎
いり

(
複数の村を統

括した村役人)水谷与
よ

右衛
え

門
もん

の記録(
水谷家文書「高田町出

火一件留」：公文書セ
ンター

所 蔵)によれば、町方の住居は大火から８か月後に６割が、家中屋敷は７か月後に８割が再建さ

れました。これより早く、家中長屋60棟は約３か月後、御館も約４か月後に完成しています。 

大火の後、高田城下では物価の統制が大きな課題となりました。城下の復旧・復興のために藩

外から多くの職人がやってきました。このため、米や味噌・醤油などの値段が上がりました。と

りわけ深刻だったのは、建築資材の高騰です。ただし、売り惜しみをしたり高値で販売したりす

る商人に対しては、藩が厳しく取り締まったことで一定の効果が現われたようです。 

火事場詰人足が持参した道具 

●水篭 35 

●水桶 5 

●長酌（
なが

しゃく：柄の長いひしゃく）15 

●団扇（うちわ）15 

●大縄 5 

●弐間（約 364㎝）竹かぎ 20 

大工が持参した道具 

●斧（おの）７ 

●鋸（のこぎり）５ 

●かけや３ 

髪結が持参した道具 

●大鳶口(おおとびくち)22 

火災現場に持参が義務付けられた 
火消道具 


